
お
問
い
合
せ
先

総
合
政
策
室　

担
当
：
武
本　

電
話（
０
８
６
８
）５
４
|

２
９
８
３

住
民
同
士
が
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
場
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
３０
年
度
に
策
定
し
た

「
地
域
福
祉
計
画
」に
掲
げ
ら
れ
た
事
業
に
取
り
組
み
、
住
民
同
士
が
協
力
し
て
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え

合
え
る
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
住
民
同
士
の
交
流
を
図
り
、
福
祉
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

①
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　

⇒

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
等
の
孤
立
を
防
ぎ
、
地
域
に

お
け
る
隣
近
所
の
住
民
に
よ
る
見
守
り
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
開
設　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
促
進
事
業　
　

引
き
こ
も
り
支
援
事
業

　

⇒

「
要
配
慮
者
避
難
支
援
マ
ニュ
ア
ル
」に
よ
り
関
係
課
と
連
携
し
、
災
害
時
の
要
配
慮
者
へ
の
支
援
体
制
を
整

え
ま
す
。

②
地
域
に
お
け
る
人
材
の
育
成
と
住
民
組
織
間
の
連
携
体
制
づ
く
り

　

⇒

地
域
住
民
、
自
治
会
（
地
区
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
と
協
働
に
よ
る
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

⇒

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
包
括
的
支
援
体
制
」の
確
立
に
向
け
た
組
織
、
体
制
づ
く
り
を
検
討
し

ま
す
。

　
　
　
　

鏡
野
町
未
来
・
希
望
基
金
事
業　
　

地
域
活
性
化
支
援
事
業

  

２
．
消
防
・
防
災
対
策
の
推
進

　
「
消
防
・
防
災
対
策
の
推
進
」に
つ
い
て
は
、
平
成
３０
年
度
か
ら
引
き
続
き
重
点
施
策
と
し
、
重
点
投
資
に
よ

り
成
果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の
育
成
や
、
近
年
の
自
然
災
害
の
多
様
化
・
激
甚
化
に
対
応
す

る
た
め
の
防
災
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

①
防
災
体
制
の
強
化

　
　
　
　

公
衆
無
線
L
A
N
環
境
整
備
支
援
事
業　
　

既
成
宅
地
土
砂
災
害
防
止
等
施
設
設
置
事
業

　
　
　
　

防
火
水
槽
整
備
事
業

　

⇒

町
全
体
で
の
防
災
訓
練
の
実
施
及
び
広
域
で
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　

防
災
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業　
　

災
害
対
策
本
部
運
営
図
上
訓
練
実
施
事
業

　

⇒

災
害
時
の
住
民
への
周
知
方
法
に
つい
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　

鏡
野
有
線
テ
レ
ビ
緊
急
文
字
放
送
（
テ
ロ
ッ
プ
放
映
）

　

⇒

各
地
域
に
備
蓄
品
を
配
備
し
、
災
害
時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

⇒

「
要
配
慮
者
避
難
支
援
マ
ニュ
ア
ル
」に
よ
り
関
係
課
と
連
携
し
、
災
害
時
の
要
配
慮
者
へ
の
支
援
体
制
を
整

え
ま
す
。

②
自
主
防
災
組
織
の
組
織
拡
大
・
強
化

　

⇒

自
主
防
災
組
織
が
未
組
織
の
地
域
に
お
い
て
は
組
織
化
を
推
進
し
、
組
織
率
８５
％
を
目
指
し
ま
す
。

　

⇒

自
主
防
災
組
織
の
活
動
強
化
に
努
め
、
防
災
士
・
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

　
　
　
　

防
災
士
資
格
取
得
補
助
金　
　

自
主
防
災
組
織
防
災
機
材
整
備
事
業　
　

　
　
　
　

自
主
防
災
組
織
活
動
支
援
事
業

③
防
災
意
識
の
高
揚

　

⇒

災
害
が
発
生
し
た
際
は
自
ら
を
守
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
への
備
え
を
行
う
な
ど
の
防

災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　

⇒

防
災
イ
ベン
ト
等
を
開
催
し
、
町
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

  

３
．
定
住
化
の
推
進

　
「
定
住
化
の
推
進
」に
つい
て
は
、
平
成
３１
年
度
は
重
点
施
策
と
し
、
重
点
投
資
に
よ
り
成
果
向
上
に
努
め
ま
す
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
お
い
て
、
こ
の
施
策
の
役
割
が
重
要
で
あ
り
、
転
出
を
減
ら
し
、
転

入
を
増
や
す
こ
と
で
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

定
住
化
は
他
と
の
横
断
的
な
施
策
と
し
て
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
も
一層
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

①
町
の
知
名
度
の
向
上
対
策
及
び
情
報
発
信

　

⇒

連
携
を
し
て
い
る
自
治
体
や
大
学
・
団
体
と
の
連
携
・
事
業
を
強
化
し
、
鏡
野
町
の
知
名
度
を
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
「
ウ
ラ
ン
の
ふ
る
里
研
究
所
」
構
想
推
進
事
業　
　

岡
山
大
学
と
の
連
携　
　

美
作
学
園
と
の
連
携

　

⇒

町
の
魅
力
を
高
め
、
人
が
集
ま
り
、
住
ん
で
み
た
く
な
る
よ
う
に
必
要
な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

⇒

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
鏡
野
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
鏡
野
町
の
見
え
る
化
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　

健
康
か
が
み
の
フ
ァ
ン
創
出
事
業　
　

S
N
S
を
活
用
し
た
魅
力
発
信
事
業

②
定
住
希
望
者
への
支
援
の
充
実

　

⇒

空
き
家
情
報
の
積
極
的
な
提
供
等
を
行
い
、
住
む
場
所
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

⇒

婚
活
支
援
で
出
会
い
の
機
会
を
増
や
し
、「
子
育
て
の
支
援
の
充
実
」
施
策
と
協
力
し
、
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

　

⇒

転
出
者
を
減
ら
す
た
め
、
地
元
出
身
者
への
支
援
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　

定
住
促
進
事
業　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業　
　

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
鏡
野
町
案
内
人
事
業

　
　
　
　

田
舎
暮
ら
し
体
験
事
業　
　

新
卒
者
等
ふ
る
さ
と
就
職
奨
励
金
事
業

　
　
　
　

空
き
家
片
づ
け
補
助
金
交
付
事
業　
　

移
住
支
援
金
支
給
事
業　
　

空
き
家
改
修
補
助
金

　
　
　
　

高
校
生
等
通
学
助
成
事
業

  

４
．
公
共
的
交
通
機
関
の
充
実

　
「
公
共
的
交
通
機
関
の
充
実
」に
つ
い
て
は
、
平
成
３１
年
度
か
ら
重
点
施
策
と
し
、
重
点
投
資
に
よ
り
成
果
向

上
に
努
め
ま
す
。
高
校
生
・
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
か
ら
の
要
望
が
高
く
、
特
に
通
学
や
通
院
、
買
い
物
に
便

利
な
公
共
交
通
の
構
築
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
依
然
と
し
て
公
共
交
通
機
関
の
充
実
を
求

め
る
意
見
が
多
く
、
ど
う
い
う
運
行
形
態
が
良
い
か
検
討
し
ま
す
。

①
運
行
形
態
の
検
討

　

⇒

民
間
が
運
行
す
る
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
、
有
償
運
送
な
ど
様
々
な
形
態
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
形

態
が
良
い
か
検
討
し
ま
す
。

　

⇒

地
域
内
を
循
環
す
る
福
祉
バ
ス
の
今
後
の
在
り
方
に
つい
て
検
討
し
ま
す
。

　
⇒

引
き
続
き
、
津
山
圏
域
定
住
自
立
圏
形
成
の
中
で
、
津
山
市
と
の
相
互
乗
り
入
れ
に
つい
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　

公
共
交
通
計
画
策
定
事
業

②
き
め
細
か
な
運
行

　

⇒
住
民
の
使
い
便
利
が
い
い
よ
う
、
行
き
先
や
時
間
を
考
慮
し
て
き
め
細
か
な
運
行
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　

⇒
広
報
等
に
よ
り
バ
ス
の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

　

⇒

通
勤
・
通
学
な
ど
利
用
者
か
ら
の
要
望
が
多
い
時
間
帯
に
つい
て
は
運
行
回
数
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　

上
齋
原
・
鏡
野
間
バ
ス
運
行
対
策
事
業　
　

津
山
・
鏡
野
間
バ
ス
連
携
事
業　
　

　
　
　
　

過
疎
地
域
乗
合
バ
ス
系
統
維
持
補
助
金　
　

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
対
策
事
業　
　

町
営
バ
ス
運
行
事
業

　
　
　
　

福
祉
バ
ス
運
行
事
業
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